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る極めて興味深い新しい研究対象でもある。一方， X線光電子分光 (X-ray photoelectron spectroｭ































(2) 塩素系高分子の C 1 s化学シフトについてスペクトルの波形解析と非経験分子軌道法を用いた内殻
電子の結合エネルギー計算によって， α位およびβ位炭素の化学シフト値を確定した。これによって塩
素系高分子の連鎖解析が可能となった。
(3) 深さ方向の情報を得るための Arスパッタリング法を高分子に適用した場合の解析法として新しい
モンテカルロ法を提案した。
(4) 高機能材料として知られる炭素繊維の表面構造の研究を進め表面化学修飾を利用した表面の化学
状態の解析法を開発すると共に，スペクトルの形状解析から表面の結晶化度を調べる方法を確立した。
(5) 炭素繊維の途中工程で得られる熱変成ポリアタリロニトリル繊維のようなヘテロ原子を含む複雑な
高縮合高分子の化学構造をXPS によって解析することに成功し， XPS法を不溶不融のバルク試料の
構造研究にも応用する道を拓いた。
以上のように高荻君の研究はXPS法を高分子の表面および、バルクの構造研究に利用する際の基礎と
なるものであり，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認める。
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